
             

     会員卓話 「ロータリーあれこれ」中根 幹雄さん・丹羽 良治さん              

 

本日は岡崎東ロータリークラブ、愛知三州ロータリークラブ、岡崎ロータリークラブ 3 クラブ合同のガ

バナー公式訪問です。例会の設営にあたり、各クラブの会場委員会、例会委委員会の皆さまにはご苦労を

おかけしました。この場をお借りしてお礼申し上げます。 

ありがとうございました。 

ご来訪者をご紹介します。国際ロータリー第 2760 地区ガバナー酒井法丈さん、同地区幹事杉浦敏夫さ

ん、同地区スタッフ柴田征充さんです。所属クラブは豊田ロータリークラブです。お忙しい中ご来訪頂き

ありがとうございます。 

酒井ガバナーからは後ほど卓話を頂きます。 

酒井ガバナーは私が幹事をしていた 5 年前に豊田ロータリークラブで幹事をお務めでした。当時の村井

ガバナーの方針で豊田と岡崎の交流が盛んな年で、同期幹事ということで親しくお話させて頂きました。

酒井ガバナー年度で会長を務めさせていただきとても嬉しく思います。 

先ほど、ガバナー、地区幹事から会長幹事懇談会でご指導を頂きました。ありがとうございました。 

本年度の RI 会長テーマは「CREATE HOPE in the WORLD-世界に希望を生み出そう」です。また、

酒井ガバナーの地区方針は「培おうプライド、育もうブランド、そして未来へ！！」です。後ほどガバナー

から詳しくご説明を頂けると思います。 

今月は地域社会の経済発展月間、米山月間です。また、10 月 7 日を含む一週間はロータリー学友参加推

進週間、そして 10 月 24 日は世界ポリオデーと盛りだくさんの月です。ロータリーに思いを馳せインスピ

レーションを得られる良い機会となるのではないでしょうか。奉仕の在り方、ポリオへの取り組みなど再

確認していきたいと思います。今日のガバナー公式訪問を契機に今年度の各クラブの活動が益々充実され

ていくことを祈念してご挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いします。 

 

ガバナー公式訪問 国際ロータリー第 2760 地区 

                2023-24 年度 ガバナー 酒井法丈さん（豊田 RC） 

 

今回の訪問の目的の一つは、RI 会長 ゴードン R.マッキナリー氏のメッセージを皆さんにお届けするこ

とです。深刻な課題に直面している中でも、ロータリーは会員と世界の人びとのために働き、恒久的な平

和を築くために尽力し、すべての活動に帰属意識とインクルージョンを浸透させています。だからこそ「世

界に希望を生み出そう」と呼びかけています。ロータリーの本質は平和を築くことにあり、奉仕プロジェ

クトの多くは積極的平和のための土壌作りであります。 

魅力的なクラブは居心地がいい、居心地がいいから会員を維持するこ

とができ、入会候補者もロータリーに関心を持ってくれます。クラブの

例会から奉仕活動まで、帰属意識を高めることが目標です。だれもが自

分らしくいられる、包括的で居心地のいい環境を作り続ける必要があり

ます。ロータリーには自分の居場所がある、と思えるような場所にする

ことができるかどうかは、私たち次第です。 

RI の重点事項として、①ポリオプラスプログラム、②メンタルヘル

ス、③女児のエンパワメントの 3 つがあります。また、「私たちは世界

で、地域社会でそして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むため
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に人々が手を取り合って行動する世界を目指します」というビジョン声明も発表されております。ビジョ

ン達成のための行動計画としては、①より大きなインパクトをもたらすこと、②参加者の基盤を広げるこ

と、③参加者の積極的なかかわりを促すこと、④適応力を高めること、があります。 

ロータリーには、もともと DEI（多様性、公平さ、インクルージョン）の文化があります。多様性は、

表層的な多様性ではなく、深層に思い致した対応が必要です。公平さは、世代やジェンダーを超えた関係

性を生み出せるかどうかが鍵となります。インクルージョンは、感覚ではなく、実際の言行に生かすこと

が望まれます。 

親睦と奉仕は、ロータリーの両輪のごとく言われますが、実は一つの大きな「輪」としてとらえ、親睦が

自身の成長する機会を得ることができ、奉仕からは心の豊かさを培えることができる、これがロータリー

の魅力ではないでしょうか。プライドは我々ロータリー会員がクラブに対し帰属意識が生まれることによ

り誇りとなり、ブランドはクラブにおいて自身の居場所があり、愛着心が生まれ、クラブのブランド力が

上がるものと考えます。 

最後に、①ロータリー財団への寄付、②地区大会への参加、③RFF（ロータリー・フード・フェスティバ

ル）への積極的な参加（チケット・企業協賛）、④世界大会でのガバナーナイトへの参加、の 4 つのお願い

をさせて頂き本日の話を終えたいと思います。ご清聴ありがとうございました。 

 

Weekly Report【2023 年 10 月 4 日】 

 

［国歌］［Ｒソング］ 

「君が代」「奉仕の理想」 

 

［卓話］ 

ガバナー公式訪問 

国際ロータリー第 2760地区 2023-24年度ガバナー 酒井 法丈さん（さかい のりたけ）（豊田ＲＣ） 

ゲスト：  同 地区幹事 杉浦 敏夫さん（すぎうら としお） 

        地区スタッフ 柴田 征充さん（しばた まさみつ） 

ビジター： 無し 

 

［会長報告］ 

無し 

［幹事報告］ 

無し 

 

［委員会報告］ 

 

無し 

 

10 月 25 日（水）例会のご案内  会場：岡崎ニューグランドホテル 

米山月間卓話「ロータリー米山記念奨学事業について」 

国際ロータリー第 2760 地区米山記念奨学委員会委員 伊藤 良平さん（豊田東ＲＣ） 

岡崎ローターアクトクラブご案内：10 月 28 日（土）駅前エンニチ 

 


